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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
　
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
　
／
　
議
員
名
簿
　

議 員 名 簿
議
席
番
号

氏　
　
　
名

政　
党

住　
　
　
所

1

関
根　

正
史

無

所

属

上
釜
2
8
0
番
地
1

2

久
保
田　

豊

無

所

属

鉾
田
2
2
6
8
番
地
2

3

土
子　

勝
也

無

所

属

造
谷
１
5
2
0
番
地

4

羽
成　

洋
一

無

所

属

札
7
6
番
地
1

5

鬼
澤　

治
男

無

所

属

上
沢
1
3
3
6
番
地
8

6

髙
埜　

栄
治

無

所

属

大
和
田
1
0
2
0
番
地
1

7

亀
山　
　

彰

無

所

属

箕
輪
1
7
0
8
番
地

8

小
沼　
　

勝

無

所

属

箕
輪
2
8
4
5
番
地
2

9

根
嵜　
　

眞

無

所

属

二
重
作
9
5
1
番
地

10

水
上
美
智
子

公

明

党

飯
島
9
0
9
番
地
3
9

11

入
江　
　

晃

公

明

党

鹿
田
6
3
番
地
１

12

岩
間　

勝
栄

無

所

属

勝
下
7
7
0
番
地

13

井
川　

茂
樹

無

所

属

箕
輪
1
9
6
6
番
地

14

米
川　

宗
司

無

所

属

沢
尻
9
番
地

15

山
口　
　

德

無

所

属

大
戸
5
4
4
番
地

16

田
口　

清
一

無

所

属

勝
下
2
4
4
番
地
1

17

堀
田　

正
衛

無

所

属

徳
宿
3
1
0
7
番
地

18

高
野　
　

衛

日
本
共
産
党

青
柳
2
7
8
6
番
地
1
3

改
選
後
の
初
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
！

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
で
正
副
議
長
を
選
任

議　長
入
いり

江
え

　晃
こう

副議長
小
お

沼
ぬま

　勝
まさる

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
令
和
５
年
第
１
回
鉾
田
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
第
11
代
鉾
田
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
感
激
い
た

す
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
議
長
と
し
て
全
力
を
傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
の
人
々
の
生
活
を
変
え
、
経
済
を
停
滞
さ
せ
ま
し
た

が
、
本
年
５
月
に
は
、
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
正
常
化
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
世
界
規
模

の
課
題
や
情
勢
な
ど
に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
や
経
済
対
策
、
教
育
、
健
康
な
ど
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
や
想
い
を
き
め
細
か
く
丁
寧
に
伺
い
、
市
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
議
会
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
鉾
田
市
議
会
の
議
長
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
務
を
果
た
し
、
市

民
の
信
頼
と
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
取
組
む
と
と
も
に
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を

行
う
な
ど
、
更
な
る
議
会
の
活
性
化
、
発
信
力
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
選
挙
　
／
　
人
事
　
／
　
委
員
会
名
簿

7
月
14
日〔
金
〕本
会
議

　
　
（
そ
の
1
）・仮

議
席
の
指
定

・議
長
の
選
挙

　
　
（
そ
の
2
）・議

席
の
指
定

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・諸
般
の
報
告

・副
議
長
の
選
挙

・常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

・議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

・鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

・大
洗・鉾
田・水
戸
環
境
組
合
議
会

  

議
員
の
選
挙

・鉾
田・大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会

  

議
員
の
選
挙

・茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

  

議
会
議
員
の
選
挙

・市
長
提
出
議
案
の
提
案
説
明・

  

質
疑・ 

討
論・採
決

　
改
選
後
の
初
議
会
と
な
る
令
和
5
年
第
1
回
臨
時

会
が
、
7
月
14
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
入
江 

晃
議
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

　
続
い
て
議
席
の
決
定
や
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委

員
会
委
員
の
選
任
、
鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

な
ど
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
議
案
な
ど
2
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全

議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

主 な 日 程

選 　 挙

委 員 会 名 簿

概 　 要

人 事
当
選
人

〇
議
長

　

 

入
江　
晃

〇
副
議
長

　

 

小
沼　
勝

〇
鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　

 

山
口　
德

　

 

小
沼　
勝

　

 

鬼
澤　
治
男

〇
大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
議
会
議
員

　

 

堀
田　
正
衛

　

 

田
口　
清
一

　

 

井
川　
茂
樹

　

 

亀
山　
彰

〇
鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　

 

井
川　
茂
樹

　
 

岩
間　
勝
栄

　
 

亀
山　
彰

〇
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

 
高
野　
衛

委員会名 委員長 副委員長 委　　　　員
総務企画常任委員会 髙埜　栄治 堀田　正衛 関根　正史 羽成　洋一 入江　　晃 田口　清一

経済建設常任委員会 土子　勝也 亀山　　彰 根嵜　　眞 井川　茂樹 山口　　德 高野　　衛

厚生文教常任委員会 水上 美智子 久保田　豊 鬼澤　治男 小沼　　勝 岩間　勝栄 米川　宗司

議 会 運 営 委 員 会 堀田　正衛 髙埜　栄治
久保田　豊 土子　勝也 亀山　　彰 水上 美智子
岩間　勝栄

議会広報編集委員会 羽成　洋一 土子　勝也 関根　正史 久保田　豊 鬼澤　治男 亀山　　彰

　
こ
の
度
、
令
和
５
年
第
１
回
鉾
田
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
第
11
代
鉾
田
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
感
激
い
た

す
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
議
長
と
し
て
全
力
を
傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
の
人
々
の
生
活
を
変
え
、
経
済
を
停
滞
さ
せ
ま
し
た

が
、
本
年
５
月
に
は
、
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
正
常
化
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
世
界
規
模

の
課
題
や
情
勢
な
ど
に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
や
経
済
対
策
、
教
育
、
健
康
な
ど
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
や
想
い
を
き
め
細
か
く
丁
寧
に
伺
い
、
市
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
議
会
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
鉾
田
市
議
会
の
議
長
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
務
を
果
た
し
、
市

民
の
信
頼
と
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
取
組
む
と
と
も
に
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を

行
う
な
ど
、
更
な
る
議
会
の
活
性
化
、
発
信
力
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

〇
鉾
田
市
監
査
委
員

　

 

井
川　
茂
樹



福祉保健
部　　長

議　　会
事務局長

環境経済
部　　長

福祉事務
所　　長

建設部長

農業委員会
事 務 局 長

上下水道
部　　長演　　壇

質　　問　　席

44

議
員
紹
介

鉾田市議会議場の議席です

議　長
入
い り

江
え

 　晃
こ う

議員番号
氏　　名
①常任委員会
②当選回数 ( 合併以前を含む )
③年齢（令和５年７月４日現在）

3
土
つ ち

子
こ

　勝
か つ

也
や

①経済建設
②2回
③55歳

2
久
く

保
ぼ

田
た

　豊
ゆたか

 
①厚生文教

②1回
③55歳

1
関
せ き

根
ね

　正
ま さ

史
し

①総務企画

②1回
③44歳

9
根

ね

嵜
さ き

 　眞
まこと

 
①経済建設
②4回
③72歳

8
小
お

沼
ぬ ま

 　勝
まさる

 
①厚生文教

②4回
③61歳

7
亀
か め

山
や ま

　 彰
あきら

 
①経済建設

②3回
③55歳

15
山
や ま

口
ぐ ち

  　德
たかし

 
①経済建設
②7回
③80歳

14
米
よ ね

川
か わ

　宗
そ う

司
じ

①厚生文教

②7回
③72歳

13
井
い

川
が わ

　茂
し げ

樹
き

①経済建設

②7回
③71歳

傍　　聴　　席  （40 席）
本会議は、どなたでも傍聴することができます。　
                        （※児童及び乳幼児は議長の許可が必要。）

◎ 傍聴の事前予約は不要です。当日、市役所３階議会事務局前で傍聴の

受付簿に 住所・氏名・年齢・電話番号を記入してください。

◎ 傍聴席では、携帯電話の電源を切るかマナーモードとし、私語や拍手

などを慎み静粛に願います。また、飲食は禁止されています。



会計管理者 教育部長

教育長

総務部長 政策企画部長

市　　長 演　　壇

質　　問　　席

55

議
員
紹
介

議 員 紹 介

4
羽

は

成
な り

　洋
よ う

一
い ち

①総務企画
②2回
③57歳

6
髙
た か

埜
の

　栄
え い

治
じ

①総務企画
②3回
③67歳

5
鬼
お に

澤
ざ わ

　治
は る

男
お

①厚生文教
②2回
③59歳

10
水
み ず

上
か み

 美
み

智
ち

子
こ

①厚生文教
②6回
③60歳

12
岩
い わ

間
ま

　勝
か つ

栄
え い

①厚生文教
②7回
③72歳

11
入
い り

江
え

 　晃
こ う

①総務企画
②6回
③67歳

16
田

た

口
ぐ ち

　清
せ い

一
い ち

①総務企画
②8回
③72歳

18
高
た か

野
の

 　衛
まもる

 
①経済建設
②10回
③66歳

17
堀
ほ っ

田
た

　正
しょう

衛
え

①総務企画
②10回
③74歳

傍　　聴　　席  （40 席）
本会議は、どなたでも傍聴することができます。　
                        （※児童及び乳幼児は議長の許可が必要。）

2 階
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　鉾田市が住みやすい“まち”になるように
市民を代表して話し合いをするのが「鉾田
市議会議員」です。
　「市議会」は“議決機関”として、市の決ま
り（条例）を決めたり、改めたり、市のお金
をどのように使うか決め（予算）、正しく使
われたかをチェック（決算）したり、市の仕
事が正しく行われているか確かめたりして
います。
　「市長」は“執行機関”として、市議会の議決に基づいて実際の仕事を行います。
　市議会と市長は、お互いに独立·対等の立場から、協力し合い、市政の発展を実現するため
に努めます。

改
選
号
特
集
　
　
議
会
の
し
く
み

市民 · 市議会 · 市長の関係

委員会とは？
　本会議に提案された議案等を少人数の議員で専門的 ·能率的に審査するための機関です。

【政策企画部 · 総務部 · 会計課 · 議会事務局など】
市の基本計画や財政、地域振興、戸籍、住民基本台帳、選挙、税金の賦課
徴収などに関する分野を担当します。

【環境経済部 · 建設部 · 上下水道部 · 農業委員会】
農業や畜産、商工観光、道路、河川、都市計画、上下水道、生活環境、農
業委員会などに関する分野を担当します。

【福祉保健部 · 福祉事務所 · 教育委員会】
国民健康保険や後期高齢者医療、国民年金、児童福祉、高齢福祉、障害福
祉、介護保険、健康増進、生活保護、子育て、教育、生涯学習などに関す
る分野を担当します。

より専門的な話し合いが必要な時に特別に設置され、特に一つの問題を集
中して話し合います。

本会議がスムーズに進行するように会議の期間や進め方などを決めます。
また、議長が議会運営などについて意見を求めます（諮問）。

年 4回発行している議会だよりの編集を担当しています。

議案の審査や議会の運営などを議員全員で協議し調整する場です。
また、市の運営などの説明を受けます。

　ほかの市町村と共同運営している組合や広域連合にも議会があり、選ばれた議員が活動をしています。
鹿行広域事務組合議会議員（3人/15人）、大洗·鉾田·水戸環境組合議会議員（4人/15人）、鉾田·大洗広域
事務組合議会議員（3人/5人）、茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員（1人/44人）などがあります。　
※（）内は鉾田市議会議員の中から選ばれる人数/全体の議員定数

総務企画常任委員会

経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会

特 別 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

議会広報編集委員会

全 員 協 議 会

請
願・陳

情

議決・調査・検査

行政サービス
選

　
挙

条例案・予算案の提出

選
　

挙市 民

市議会

議決機関 執行機関

市 長

他にも !
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改
選
号
特
集
　
　
議
会
の
し
く
み

議会のしくみ
改選号

　議会はいつでも開催されているわけではなく、3月・6月・9月・12月の年4回定期的
に開催される「定例会」と、必要に応じてその都度開催される「臨時会」があります。

市長や議員から提出
される予算や条例などの案。

市民から提出される要望や意見。
請願権は、憲法で保障されている国民の権利です。

提出議案等の説明
行政報告
一般質問
…議員それぞれが市政全般の施策等
について、質問すること。

提出された議案等について、
内容が複雑なものなどは関係
する委員会の審査に委ねる。

委員会に付託

市議会の流れ

議案 請願

委員会審査結果の報告
審査を終えた議案等を本会議の議題に
するとき、委員長が委員会での審査内
容及び結果について報告すること。

質 疑
　…議案等の疑問点を質問する。

討 論
　…賛成か反対の意見を述べる。

採 決
　…議案等に賛成か反対か多数決で決める。

委員会は、議案等の審査
だけではなく自主的にそ
の委員会が所管する事務
について調査を行う所管
事務調査も行っています。

議案等の採決の結果。
市長は議決を基に行政運営を行います。 国や県などに要望などを提出します。議 決 意見書

特 集 Ｑ：市議会って何を
      するところなの？

A：議会のしくみ
　  を教えます！

本会議
説明のあと、議案等について
の勉強期間が設けられます。



88

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
　
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
訃
報

5
月
29
日〔
月
〕本
会
議

·

開
会

·

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

·

会
期
の
決
定

·
諸
般
の
報
告

·
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出

  
議
案
の
説
明

  （
議
案
第
１
号
か
ら
第
8
号
及
び

    

報
告
第
１
号
か
ら
第
5
号
）

·

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会

  

議
員
の
選
挙

６
月
1
日〔
木
〕本
会
議

·

一
般
質
問

６
月
5
日〔
月
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

６
月
6
日〔
火
〕厚
生
文
教
常
任
委
員
会

６
月
7
日〔
水
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

6
月
9
日〔
金
〕本
会
議

·

議
案
第
1
号
か
ら
第
8
号

  

質
疑·

討
論·

採
決

·

請
願
第
04-

５
号
委
員
長
報
告·

  

質
疑·

討
論·

採
決

·

議
議
案
第
２
号
提
案
説
明·

  

質
疑·

討
論·

採
決

·

閉
会

　
令
和
5
年
第
２
回
定
例
会
は
、
5
月
29
日
か
ら
６
月
9
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
教
育·

子
育
て
支
援
給
付
金
事
業
を
増

額
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な
ど
計
8
件
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
1
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
5
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
産
廃
関

連
企
業
と
の
公
害
防
止
協
定
締
結
や
少
子
化
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
の
公
共
交
通
無
償
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
☞
Ｐ
12
～
14
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
請
願
審
査
を
行
い
、
経
済
建
設

常
任
委
員
会
で
は
「
農
地·

農
政
推
進
事
業
の
進
捗
状
況
」
な

ど
4
点
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
「
鉾
田
北
中
学
校
武
道

場
の
湿
気
対
策
」、「
旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備
事
業
の
進

捗
」
な
ど
の
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
市
長
提
出
議
案
は
全
て
可
決
と
な
り
、
請
願
第

04-

５
号
は
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。   　

   （
☞
Ｐ
9
、
11
）

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
議
案
第
2
号
「
令
和
５
年

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
及
び
台
風
第
２
号
に
よ
る
災
害
の
支
援

に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☞
Ｐ
15
）

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

主 な 日 程

概 　 　 要
　

選　
挙　
　
　

　
　
（
当
選
人
）鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　
根
嵜
　
眞

二重作茂兵衛議員が逝去されました
　二重作茂兵衛議員が去る令和5年5月17日に逝去されました。同議員は
平成27年に初当選され、2期7年に渡り住民の福祉向上と市政の発展のた
め尽力されました。その間、副議長や議会運営委員会委員長などの要職
を歴任され、多大なる貢献をされました。
　ここに哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。



各議員の賛否が分かれた議案等

全会一致で可決した議案等　

99

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山
　

彰

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
２
回
定
例
会

請願
04-5号

インボイス制度の実
施中止を求める意見
書に関する請願書

（委員会審査結果：趣
旨採択）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ● 土子 高野
※1

趣
旨
採
択

○：議案等に対して賛成 　●：議案等に対して反対 　退：退席 　⽋：⽋席 　除：除斥　

会議名 議　　　案　　　等

第

２

回

定

例

会

第１号 専決処分の承認について
　鉾田市税条例の一部を改正する条例について

第２号 専決処分の承認について
　令和５年度鉾田市一般会計補正予算（第２号）

第３号 鉾田市子ども · 子育て会議条例の制定について

第４号 鉾田市税条例の一部改正について

第５号 鉾田市土採取事業規制条例の一部改正について

第６号 令和５年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

第７号 財産の取得について

第８号　　　令和５年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）

報告
第4号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

報告
第5号

専決処分事項の報告について
　損害賠償の額の決定及び和解について

議議案
第２号

令和５年梅雨前線による大雨及び台風第２号による災害の支援に
関する要望書の提出について

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
　
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

※１　請願第04-5号の討論は、委員長報告に対する賛否を表すものです。委員会審査結果の「趣旨採択」では不十分であり
「採択」すべきであるということで、原案に対し賛成し、委員長報告に対し反対をしているものです。結果、「趣旨採
択」の賛成の議員が14名、「採択」すべきとして「趣旨採択」に反対が１名という結果です。

市長提出議案

概要はこちら
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省エネ家電買換促進事業について。今から夏のエアコンの需要期を迎えるが、
スタート時期はいつ頃になるのか？

開始時期は8月頃の予定。それでは需要期が過ぎてしまうので、必要書類等条件
はあるが4月から購入した人を対象として申請を受付していきたいと考えている。

酪農経営継続支援事業補助金について。雄や仔牛、肉牛などの他の牛を含めず
経産牛のみにした理由は？

牛乳は統一価格であったり、個人の営業努力だけではどうにもならなかったり
するため、今回は乳牛を対象としている。

議案第８号 令和５年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）

電力·ガス·食料品等価格高騰重点支援を行います

低所得世帯や生活者、事業者、特に鉾田市の基幹産業である農業者など価格高騰の
影響を受ける方々への支援を中心に14事業を実施します。

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

■主な事業
省エネ家電買換促進事業
省エネ家電買換促進事業補助金　5,159万円【新規】
　家庭におけるエネルギー負担の軽減及び温室効果ガスの排出削減を図り、省エネ性能に優
れた家電製品等への買換えを支援する。

【対　象】 市内在住で県内の店舗で購入した方
【内　容】 ・市内購入の場合　購入額（税抜）合計金額の１/２（上限５万）
　　　　 ・市外購入の場合　購入額（税抜）合計金額の１/３（上限５万）
　　　　 ・対象家電　エアコン、テレビ、冷蔵庫（冷凍庫）、LED照明器具
　　　　　　　　　  省エネ基準達成率100％以上の新品
畜産業振興事業
飼料価格安定対策事業補助金　987万円【継続】
　畜産経営体の経営安定を図るため、畜産経営体に対して配合飼料価格安定基金積立の一部
を補助することで負担を軽減する。

【対　象】 市内で畜産業を営む事業者
【内　容】 ・配合飼料価格安定基金積立の２分の１以内（上限100万円）
　　　　 ・対象期間　令和５年度第１～２四半期
酪農経営継続支援事業補助金　521万円【新規】
　飼料高騰に伴い、生産コストが上昇している酪農経営者に対し
補助金を交付することで経営負担の軽減及び酪農経営安定を図る。

【対　象】 市内酪農経営者
【内　容】 経産牛　10,000円／頭　
中小企業支援事業
中小企業団体イベント等助成金　300万円【新規】
　物価高騰の影響を受け観光イベント等の開催が困難になることが見込まれる事業に対し
て、助成金を支給し、事業継続を支援する。

【対　象】 商工会等
【内　容】 令和５年度とそれ以前の同一イベント等に係る経費の差額
　　　　 （最大300万円）
※ 事業の詳細等については、市HPまたは広報ほこた等でご確認ください。

主な質疑

答

答

問

問
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議案第６号

請願第04-5号

令和５年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

インボイス制度の実施中止を求める意見書に関する請願書

小中学校等給食費実質無償化へ

学校給食費を支援することにより経済的負担を軽減し、より子育てしやすい環境の
向上を図り、子育て世帯から“選ばれるまちづくり”を推進します！

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　
／
　
請
願
審
査
報
告

請 願 審 査

【請願内容】
　令和５年10月から実施予定の消費税のインボイス制度について、コロナ禍の影響により、
中小企業等の事業継続が困難なため、インボイス制度の実施を中止するよう地方自治法第99
条の規定に基づき、国に対して意見書の提出を求めるもの。
【審査経過】
　総務企画常任委員会に付託された本請願を参考人の出席を求めて審査しました。参考人か
らは、制度の実施により消費税免税点制度が実質的に廃止されるとともに、免税事業所のま
までいた場合、取引から排除されることなどの説明がありました。
　委員からは農業をはじめとした小規模事業者の経済的及び事務的な負担の増大などを考慮
すると、本請願の趣旨については概ね理解を示せるが、消費税負担の公平性という観点から、
不平等を解消するために作られた制度であることを踏まえると意見書の提出には疑念が残る
との結論に至りました。
　採決の結果、本請願は賛成多数により趣旨採択となりました。

趣旨採択

教育·子育て支援給付金事業　小中学校等給食費支援給付金　2,978万円

【現在】
保護者負担額（月額）1,500 円
小学校児童：4,200 円のうち支援額 2,700 円
中学校生徒：4,500 円のうち支援額 3,000 円

【変更後】
保護者負担額（月額）  実質0円
小学校児童：4,200 円のうち全額支援
中学校生徒：4,500 円のうち全額支援

令和5年9月から

 給付のイメージ

※その他事業の詳細等については、市HPまたは市広報でご確認ください。

給
食
費
の
負
担
額

給
食
費
の
負
担
額

給
食
費
の
負
担
額

支
　
援
　
額

支
　
援
　
額

負
担
額

支
　
援
　
額

支
　
援
　
額

弁 

当 

持 

参

支給上限

小学生
4,200 円
中学生
4,500 円

【市内小中学校】 【市外小中学校】

市立学校に通う
児童・生徒

本市の給食費
より高額な場合

本市の給食費
より低額な場合

給食の提供
が無い場合



1212

議 員 名 質　問　事　項

高野　　衛

1 酪農・畜産の飼料高騰対策について

2 肥料・諸材料・燃料高騰対策について

3 道路整備について

4 急傾斜対策について

5
上山鉾田工業団地へ進出した産廃関連
企業との公害防止協定締結について

髙埜　栄治

1
市民協働 ・ 参画のまちづくりにお
ける広報広聴の在り方について

2
消防署遠隔地の消防団及び自主
防災組織を活かした初期消火活
動の環境体制づくりについて

3
帯状疱疹罹患状況とワクチン
接種助成について

水上　美智子

1 投票率向上について

2 帯状疱疹ワクチンの助成の推進について

3 自転車ヘルメットの購入助成について

入江　　晃

1 生活道路整備について

2 難病指定患者さんへのお見舞金について

3 家庭ごみ出し支援事業について

4 認定こども園の建設予定について

議 員 名 質　問　事　項

亀山　　彰

1
鉾田市内全ての子供たちに公平
に学べる機会を創り安心して子
育てができる環境づくりについて

2
少子化、 人口減少対策として
の公共交通無償化について

3
小学校跡地利用の進捗と今後
の計画について

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
　
こ
こ
が
聞
き
た
い
!!
　
一
般
質
問
　
／
　
高
野 

衛 

議
員

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は9月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

¦¦お
知らせお知らせ ¦¦

P14

P14

P12

P13

P13

議員が市政全般の現状や方針など
を問うものです。 ここでは、 一般
質問を要約して掲載します !!

一般質問とは？一般質問とは？

公害防止協定の内容は

旧
日
本
ビ
ク
タ
ー
工

旧
日
本
ビ
ク
タ
ー
工

場
跡
地
へ
進
出
し
た

場
跡
地
へ
進
出
し
た

使
用
済
み
電
気
製
品
類
の
リ

使
用
済
み
電
気
製
品
類
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
で
あ
る
産
業

サ
イ
ク
ル
施
設
で
あ
る
産
業

廃
棄
物
関
連
企
業
と
締
結
し

廃
棄
物
関
連
企
業
と
締
結
し

た
公
害
防
止
協
定
書
の
内
容

た
公
害
防
止
協
定
書
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
大

【
環
境
経
済
部
長
】
大

気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、

気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、

土
壌
汚
染
等
の
公
害
や
災
害

土
壌
汚
染
等
の
公
害
や
災
害

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
の

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
の

他
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

他
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

の
措
置
や
立
入
調
査
等
に
対

の
措
置
や
立
入
調
査
等
に
対

す
る
協
力
な
ど
に
つ
い
て
記

す
る
協
力
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。

載
し
て
い
る
。

第
９
条
の
再
資
源

第
９
条
の
再
資
源

の
保
管
で
、
再
生

の
保
管
で
、
再
生

資
源
物
を
野
外
に
保
管
す
る

資
源
物
を
野
外
に
保
管
す
る

場
合
に
は
、
周
囲
に
囲
い
を

場
合
に
は
、
周
囲
に
囲
い
を

設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
住
民
説
明
会
で
は
屋
内

が
、
住
民
説
明
会
で
は
屋
内

で
保
管
す
る
と
い
う
説
明
で

で
保
管
す
る
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
。
協
定
書
の
中
に
野

あ
っ
た
。
協
定
書
の
中
に
野

外
で
保
管
す
る
場
合
は
と
い

外
で
保
管
す
る
場
合
は
と
い

う
文
言
を
入
れ
れ
ば
、
野
外

う
文
言
を
入
れ
れ
ば
、
野
外

で
保
管
す
る
こ
と
を
認
め
る

で
保
管
す
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
第

　

ま
た
、
第
2121
条
の
秘
密
の

条
の
秘
密
の

保
持
で
、
調
査
等
に
よ
り
知

保
持
で
、
調
査
等
に
よ
り
知

り
得
た
秘
密
は
漏
ら
し
て
は

り
得
た
秘
密
は
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
調
査

な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
住
民
に
公

結
果
に
つ
い
て
は
住
民
に
公

開
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何

開
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何

か
。
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
ま

【
環
境
経
済
部
長
】
ま

ず
、
第
９
条
の
再
資

ず
、
第
９
条
の
再
資

源
の
保
管
に
つ
い
て
、
現
状

源
の
保
管
に
つ
い
て
、
現
状

の
計
画
で
は
屋
内
で
保
管
す

の
計
画
で
は
屋
内
で
保
管
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

れ
に
沿
っ
た
形
で
事
業
は
行

れ
に
沿
っ
た
形
で
事
業
は
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い

て
は
今
後
も
注
視
し
て
い
き

て
は
今
後
も
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
第

　

ま
た
、
第
2121
条
の
秘
密
の

条
の
秘
密
の

保
持
に
つ
い
て
、
漏
ら
し
て

保
持
に
つ
い
て
、
漏
ら
し
て

は
な
ら
な
い
秘
密
と
は
、
会

は
な
ら
な
い
秘
密
と
は
、
会

社
自
体
の
取
引
先
の
話
と
か

社
自
体
の
取
引
先
の
話
と
か

を
漏
ら
し
て
は
駄
目
だ
と
い

を
漏
ら
し
て
は
駄
目
だ
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。
周
辺
地
区

う
解
釈
で
あ
る
。
周
辺
地
区

の
皆
さ
ん
に
も
関
心
が
あ
る

の
皆
さ
ん
に
も
関
心
が
あ
る

こ
と
な
の
で
、
何
ら
か
の
問

こ
と
な
の
で
、
何
ら
か
の
問

題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当

題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当

然
調
査
結
果
を
公
開
す
べ
き

然
調
査
結
果
を
公
開
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

だ
と
考
え
て
い
る
。

見
直
さ
な
け
れ
ば

見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
に
つ

な
ら
な
い
点
に
つ

い
て
は
、
よ
く
精
査
を
し
て

い
て
は
、
よ
く
精
査
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

い
た
だ
き
た
い
。

提
言

答

答

問再
質
問

高野　衛
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一
般
質
問
　
髙
埜 

栄
治 

議
員
　
／
　
水
上 

美
智
子 

議
員

消防署遠隔地における初期消火活動の環境体制づくりを

自転車ヘルメットの購入助成の検討を

４
月
１
日
に
施
行
さ

４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
改
正
道
路
交
通

れ
た
改
正
道
路
交
通

法
で
、
自
転
車
利
用
時
の
ヘ

法
で
、
自
転
車
利
用
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
を

ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
を

受
け
、
児
童
の
保
護
者
か
ら

受
け
、
児
童
の
保
護
者
か
ら

負
担
が
大
き
い
等
の
声
を
聞

負
担
が
大
き
い
等
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

い
て
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
勧
め
る
と
と
も
に
、

着
用
を
勧
め
る
と
と
も
に
、

市
内
販
売
店
で
購
入
し
た
ヘ

市
内
販
売
店
で
購
入
し
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
対
象
に
助
成
の

ル
メ
ッ
ト
を
対
象
に
助
成
の

検
討
を
し
て
は
如
何
か
。

検
討
を
し
て
は
如
何
か
。

【
教
育
部
長
】
本
市
で

【
教
育
部
長
】
本
市
で

は
、
校
長
園
長
会
に

は
、
校
長
園
長
会
に

お
い
て
、
鉾
田
警
察
署
員
の

お
い
て
、
鉾
田
警
察
署
員
の

指
導
を
受
け
る
な
ど
、
ヘ
ル

指
導
を
受
け
る
な
ど
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進
し
て

メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の

い
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
の
安
全
の
た
め
、
毎

登
下
校
の
安
全
の
た
め
、
毎

年
自
転
車
通
学
を
す
る
小
学

年
自
転
車
通
学
を
す
る
小
学

１
年
生
と
中
学
１
年
生
全
員

１
年
生
と
中
学
１
年
生
全
員

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
布
し
て

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

助
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た

助
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
研
究
を
進
め

財
源
の
中
で
、
研
究
を
進
め

た
い
。

た
い
。

警
視
庁
の
ホ
ー
ム

警
視
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
自

ペ
ー
ジ
で
は
、
自

転
車
の
死
亡
事
故
の
約
７
割

転
車
の
死
亡
事
故
の
約
７
割

が
頭
部
へ
の
致
命
傷
で
あ
る
。

が
頭
部
へ
の
致
命
傷
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
着
用
し
て
い
な

な
か
で
も
、
着
用
し
て
い
な

い
場
合
の
致
死
率
は
着
用
し

い
場
合
の
致
死
率
は
着
用
し

て
い
る
場
合
と
比
較
し
て
約

て
い
る
場
合
と
比
較
し
て
約

２
・
３
倍
で
あ
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト

２
・
３
倍
で
あ
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
が
重
要
で
あ
る
。

の
着
用
が
重
要
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
高
価
な
の

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
高
価
な
の

で
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

で
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
助
成
に
取
組
ん
で
は
如
何

め
助
成
に
取
組
ん
で
は
如
何

か
。
か
。

【
教
育
部
長
】
県
内
で

【
教
育
部
長
】
県
内
で

は
神
栖
市
と
つ
く
ば

は
神
栖
市
と
つ
く
ば

市
で
購
入
費
に
対
す
る
助
成

市
で
購
入
費
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

検
討
し
た
い
。

検
討
し
た
い
。

市
内
販
売
店
で
購

市
内
販
売
店
で
購

入
す
れ
ば
、
活
性

入
す
れ
ば
、
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
。
子
ど
も

化
に
も
つ
な
が
る
。
子
ど
も

た
ち
の
安
心
安
全
に
つ
な
が

た
ち
の
安
心
安
全
に
つ
な
が

る
こ
と
を
第
一
に
希
望
す
る
。

る
こ
と
を
第
一
に
希
望
す
る
。

【
市
長
】
限
ら
れ
た
財

【
市
長
】
限
ら
れ
た
財

源
の
な
か
で
検
討
し

源
の
な
か
で
検
討
し

て
い
く
。

て
い
く
。

鹿
行
広
域
事
務
組
合

鹿
行
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
鉾
田
消
防

消
防
本
部
鉾
田
消
防

署
の
老
朽
化
対
策
と
出
庫
時

署
の
老
朽
化
対
策
と
出
庫
時

の
渋
滞
に
よ
る
時
間
ロ
ス
を

の
渋
滞
に
よ
る
時
間
ロ
ス
を

配
慮
し
た
設
置
場
所
の
改
善

配
慮
し
た
設
置
場
所
の
改
善

に
つ
い
て
伺
う
。

に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
組
合
構
成
市

【
市
長
】
組
合
構
成
市

か
ら
も
老
朽
化
問
題

か
ら
も
老
朽
化
問
題

で
苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
告
が

で
苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
、
市
有
地
の
利
便
性
の
図

あ
り
、
市
有
地
の
利
便
性
の
図

れ
る
位
置
に
設
置
し
た
い
と
考

れ
る
位
置
に
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
市
民
の
生
命
財
産

え
て
い
る
。
市
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
、
ま
た
、
女
性
職

を
守
る
た
め
、
ま
た
、
女
性
職

員
を
採
用
し
て
も
安
心
し
て

員
を
採
用
し
て
も
安
心
し
て

働
け
る
最
新
の
職
場
環
境
を

働
け
る
最
新
の
職
場
環
境
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

つ
く
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

消
防
署
遠
隔
地
に

消
防
署
遠
隔
地
に

お
け
る
初
期
消
火

お
け
る
初
期
消
火

へ
の
対
応
は
、
機
能
別
消
防

へ
の
対
応
は
、
機
能
別
消
防

団
や
充
実
し
た
自
主
防
災
組

団
や
充
実
し
た
自
主
防
災
組

織
の
設
置
運
営
が
重
要
と
考

織
の
設
置
運
営
が
重
要
と
考

え
る
が
体
制
整
備
に
つ
い
て

え
る
が
体
制
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。【

総
務
部
長
】
機
能
別

【
総
務
部
長
】
機
能
別

消
防
団
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
に
市
本
庁
舎
職

令
和
３
年
度
に
市
本
庁
舎
職

員
に
よ
る
消
防
団
を
設
置
し

員
に
よ
る
消
防
団
を
設
置
し

活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
民
間

活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
民
間

事
業
者
等
に
よ
る
設
置
の
相

事
業
者
等
に
よ
る
設
置
の
相

談
や
依
頼
は
な
い
。
ま
た
、
地

談
や
依
頼
は
な
い
。
ま
た
、
地

区
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
自

区
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
自

主
防
災
組
織
の
設
置
運
営
は

主
防
災
組
織
の
設
置
運
営
は

進
ん
で
い
な
い
。
地
域
の
実
情

進
ん
で
い
な
い
。
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
地
区
防
災
計
画
及

に
合
っ
た
地
区
防
災
計
画
及

び
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

び
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

を
支
援
し
、
一
つ
で
も
多
く
の

を
支
援
し
、
一
つ
で
も
多
く
の

自
主
防
災
組
織
の
運
営
を
進

自
主
防
災
組
織
の
運
営
を
進

め
て
い
た
だ
き
、
地
域
防
災
力

め
て
い
た
だ
き
、
地
域
防
災
力

の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。

の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。

自
主
防
災
組
織
設

自
主
防
災
組
織
設

置
に
つ
い
て
区
長

置
に
つ
い
て
区
長

な
ら
び
に
民
生
委
員
児
童
委

な
ら
び
に
民
生
委
員
児
童
委

員
は
共
助
の
重
要
性
を
認
識

員
は
共
助
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
歴
代
部
長
が
４

し
て
い
る
。
歴
代
部
長
が
４

か
所
の
モ
デ
ル
地
区
を
設
け

か
所
の
モ
デ
ル
地
区
を
設
け

推
進
す
る
と
答
弁
し
て
い
る

推
進
す
る
と
答
弁
し
て
い
る

の
で
今
年
度
中
に

の
で
今
年
度
中
に
1010
団
体
を

団
体
を

目
処
に
設
置
で
き
る
よ
う
協

目
処
に
設
置
で
き
る
よ
う
協

議
だ
け
で
も
進
め
て
い
た
だ

議
だ
け
で
も
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
消
防
署
遠
隔
地
の

き
た
い
。
消
防
署
遠
隔
地
の

機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て
受

機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て
受

け
身
で
は
な
く

け
身
で
は
な
く
2020
人
規
模
の

人
規
模
の

事
業
所
に
足
を
運
び
協
力
を

事
業
所
に
足
を
運
び
協
力
を

求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】
市
内
で

【
総
務
部
長
】
市
内
で

は
１
団
体
の
み
が
積
極

は
１
団
体
の
み
が
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。
市
と

的
に
活
動
し
て
い
る
。
市
と

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
区
長
は

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
区
長
は

じ
め
地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

じ
め
地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

地
区
座
談
会
等
を
開
催
し
、

地
区
座
談
会
等
を
開
催
し
、

積
極
的
に
活
動
支
援
を
行
い

積
極
的
に
活
動
支
援
を
行
い

た
い
。
た
い
。
1010
地
区
と
い
う
数
値
目

地
区
と
い
う
数
値
目

標
は
立
て
ら
れ
な
い
が
、
ま
ず

標
は
立
て
ら
れ
な
い
が
、
ま
ず

は
、
様
々
な
災
害
想
定
地
区

は
、
様
々
な
災
害
想
定
地
区

な
ど
に
一
つ
で
も
多
く
の
自
主

な
ど
に
一
つ
で
も
多
く
の
自
主

防
災
組
織
を
設
置
す
る
た
め

防
災
組
織
を
設
置
す
る
た
め

に
支
援
を
進
め
た
い
。

に
支
援
を
進
め
た
い
。

答答

答

答

答答

問

問再
質
問

再
質
問

髙埜 栄治

水上 美智子

提
言

提
言
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生活道路整備事業の今後は

公共交通の無償化を

小
中
学
生
よ
り
高
校
生
・

小
中
学
生
よ
り
高
校
生
・

大
学
生
時
の
ほ
う
が
は

大
学
生
時
の
ほ
う
が
は

る
か
に
保
護
者
に
か
か
る
負
担

る
か
に
保
護
者
に
か
か
る
負
担

が
大
き
い
。
授
業
料
負
担
に
加

が
大
き
い
。
授
業
料
負
担
に
加

え
、
通
う
学
校
に
よ
り
公
共
交

え
、
通
う
学
校
に
よ
り
公
共
交

通
費
負
担
が
大
き
く
な
り
、
親

通
費
負
担
が
大
き
く
な
り
、
親

の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
希
望
す
る

の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
希
望
す
る

高
校
に
通
え
な
い
な
ど
教
育
格

高
校
に
通
え
な
い
な
ど
教
育
格

差
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
る
。

差
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
る
。

　

公
共
交
通
料
金
の
負
担
が
な

　

公
共
交
通
料
金
の
負
担
が
な

く
な
れ
ば
、
交
通
費
で
学
校
を

く
な
れ
ば
、
交
通
費
で
学
校
を

選
ぶ
こ
と
が
な
く
な
り
、
安
心

選
ぶ
こ
と
が
な
く
な
り
、
安
心

し
て
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

し
て
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

あ
わ
せ
て
、
充
実
し
た
奨
学

あ
わ
せ
て
、
充
実
し
た
奨
学

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
鉾
田
市
で
子
育
て
す
る
世

り
、
鉾
田
市
で
子
育
て
す
る
世

帯
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が

帯
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が

市
の
考
え
は
。

市
の
考
え
は
。

【
政
策
企
画
部
長
】
高
校

【
政
策
企
画
部
長
】
高
校

生
及
び
大
学
生
等
に
対

生
及
び
大
学
生
等
に
対

す
る
通
学
費
の
奨
学
金
制
度
に

す
る
通
学
費
の
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
に
お
け

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
に
お
け

る
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

る
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
人
口
流
出
の
抑
制
、
移
住

で
、
人
口
流
出
の
抑
制
、
移
住

定
住
の
推
進
を
図
る
た
め
の
一
つ

定
住
の
推
進
を
図
る
た
め
の
一
つ

の
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

の
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る

　

人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る

本
市
に
お
い
て
は
、
未
来
を
つ

本
市
に
お
い
て
は
、
未
来
を
つ

む
ぐ
、
幸
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

む
ぐ
、
幸
循
環
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
結
婚
、
出
産
妊
娠
、

を
目
指
し
、
結
婚
、
出
産
妊
娠
、

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
充

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
充

実
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
か

実
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
認

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
認

識
し
て
い
る
。

識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
総
合
的
に
幅
広
く

　

し
か
し
、
総
合
的
に
幅
広
く

全
て
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に

全
て
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に

は
限
界
も
あ
り
、
今
後
限
ら
れ

は
限
界
も
あ
り
、
今
後
限
ら
れ

た
財
源
に
お
い
て
、
人
口
減
少

た
財
源
に
お
い
て
、
人
口
減
少

対
策
と
し
て
何
が
効
果
的
な
の

対
策
と
し
て
何
が
効
果
的
な
の

か
を
見
極
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

か
を
見
極
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
、
よ
り
本
市
に
と
っ
て
政

絞
り
、
よ
り
本
市
に
と
っ
て
政

策
効
果
の
高
い
対
策
を
検
討
し

策
効
果
の
高
い
対
策
を
検
討
し

た
い
。
た
い
。

居
住
し
て
い
る
と
こ

居
住
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
よ
り
教
育
に

ろ
に
よ
り
教
育
に

係
る
公
共
交
通
の
保
護
者
負
担

係
る
公
共
交
通
の
保
護
者
負
担

が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
費

が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
費

の
負
担
軽
減
を
行
政
が
支
援
し
、

の
負
担
軽
減
を
行
政
が
支
援
し
、

本
市
に
住
も
う
と
選
ば
れ
る
ま

本
市
に
住
も
う
と
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た

ち
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
如
何
か
。

い
と
思
う
が
、
如
何
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】
交

【
政
策
企
画
部
長
】
交

通
弱
者
対
策
を
講
じ
な

通
弱
者
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
高
齢

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
高
齢

者
の
病
院
、
子
ど
も
の
学
校
、

者
の
病
院
、
子
ど
も
の
学
校
、

な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
し
な

な
ど
の
移
動
手
段
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
特
に
政
策
効
果
が
高
い

い
る
。
特
に
政
策
効
果
が
高
い

も
の
を
研
究
し
集
中
的
に
や
っ

も
の
を
研
究
し
集
中
的
に
や
っ

て
い
く
。

て
い
く
。

現
在
本
市
で
運
行
し

現
在
本
市
で
運
行
し

て
い
る
デ
マ
ン
ド
タ

て
い
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

ク
シ
ー
は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
乗
れ
る
。
公
共

お
年
寄
り
ま
で
乗
れ
る
。
公
共

交
通
と
合
わ
せ
た
施
策
を
考
え

交
通
と
合
わ
せ
た
施
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
、
最
小
限
の
投
資

て
い
た
だ
き
、
最
小
限
の
投
資

で
最
大
限
の
効
果
を
得
れ
る
よ

で
最
大
限
の
効
果
を
得
れ
る
よ

う
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

う
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

岸
田
市
長
の
熱
い
思

岸
田
市
長
の
熱
い
思

い
で
進
め
ら
れ
て
き

い
で
進
め
ら
れ
て
き

た
現
道
舗
装
整
備
事
業
に
つ

た
現
道
舗
装
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

い
て
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

【
建
設
部
長
】
現
道
舗

【
建
設
部
長
】
現
道
舗

装
整
備
は
生
活
道
路

装
整
備
は
生
活
道
路

整
備
事
業
と
し
て
、
令
和
元

整
備
事
業
と
し
て
、
令
和
元

年
度
か
ら
着
手
し
て
、
昨
年

年
度
か
ら
着
手
し
て
、
昨
年

度
ま
で
に

度
ま
で
に
6868
か
所
の
整
備
が

か
所
の
整
備
が

完
了
し
て
い
る
。

完
了
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は

　

本
年
度
は
1212
か
所
を
整
備

か
所
を
整
備

予
定
で
あ
り
、
事
業
期
間
が

予
定
で
あ
り
、
事
業
期
間
が

終
了
と
な
る
。
今
後
は
、
市

終
了
と
な
る
。
今
後
は
、
市

全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
協
議

全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
協
議

す
る
。

す
る
。

整
備
に
は
条
件
が

整
備
に
は
条
件
が

あ
り
、
現
実
的
に

あ
り
、
現
実
的
に

そ
の
条
件
に
合
わ
ず
進
め
て

そ
の
条
件
に
合
わ
ず
進
め
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
多
数
あ
る
。

い
な
い
と
こ
ろ
も
多
数
あ
る
。

ま
た
、
旧
町
村
で
か
な
り
差

ま
た
、
旧
町
村
で
か
な
り
差

が
つ
い
て
い
る
と
認
識
し
て

が
つ
い
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
年
度
事
業
完
了
後

い
る
。
今
年
度
事
業
完
了
後

は
全
体
を
見
て
進
め
て
い
く

は
全
体
を
見
て
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
条

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
条

件
を
多
少
緩
和
す
る
よ
う
な

件
を
多
少
緩
和
す
る
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
か
。

考
え
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
生
活
道
路
が
整
備

　

ま
た
、
生
活
道
路
が
整
備

さ
れ
ず
困
っ
て
い
る
人
が
た

さ
れ
ず
困
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
中
で
今
後
ど
の

く
さ
ん
い
る
中
で
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

【
市
長
】
本
市
は
イ
ン

【
市
長
】
本
市
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て

フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
計
画
し
た
事

い
る
こ
と
か
ら
計
画
し
た
事

業
で
あ
る
。

業
で
あ
る
。

　

本
年
で
事
業
終
了
で
は
あ

　

本
年
で
事
業
終
了
で
は
あ

る
が
、
地
域
の
要
望
を
考
慮

る
が
、
地
域
の
要
望
を
考
慮

し
条
件
を
含
め
て
担
当
部
局

し
条
件
を
含
め
て
担
当
部
局

と
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

と
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
建
設
部
長
】
第
２
期

【
建
設
部
長
】
第
２
期

募
集
の
生
活
道
路
整

募
集
の
生
活
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

期
間
が
完
了
だ
が
、
今
後
は

期
間
が
完
了
だ
が
、
今
後
は

改
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が

改
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
条
件
等
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
条
件
等
に

つ
い
て
も
市
長
を
中
心
に
執

つ
い
て
も
市
長
を
中
心
に
執

行
部
内
で
十
分
に
協
議
を
進

行
部
内
で
十
分
に
協
議
を
進

め
て
い
く
。

め
て
い
く
。

一
般
質
問
　
入
江 

晃 

議
員
　
／
　
亀
山 

彰 

議
員

提
言

答

答 答

答

答

問

問

再
質
問

再
質
問

入江 晃

亀山 彰



令和5年6月9日　市執行部へ
左から入江議会運営委員会委員長、
岸田市長、岩間議長、根嵜副議長

令和5年6月21日　県へ
左から小野寺副知事、岩間議長、
根嵜副議長
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要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て
　
／
　
お
知
ら
せ
　
　
映
像
配
信
に
つ
い
て
　
／
　
傍
聴
に
つ
い
て

ライブ中継を
ご覧いただく
際の注意

　インターネット環境がない方は、 旭総合支所及び大洋公民館にてライブ中継の視聴が可能ですの
で、 ご活用ください。　お近くにお住まいの方も立ち寄った際はぜひ！

大洋公民館旭総合支所

・鉾田市役所　１階ロビー
・旭総合支所  １階ロビー
・大洋公民館  １階ロビー

市内３箇所でライブ中継
をご覧いただけます。

議会傍聴希望の皆さまへ

令和5年５月8日から新型コロナウィルス感染
症の位置づけが「5類感染症」になりました
が、傍聴の際は以下の点にご留意ください。
○職員による検温にご協力ください。
○マスクの着用は、個人の判断に委ねます。
○咳エチケットを励行してください。
○手洗い·手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい·咳が出る
など）の場合は、傍聴参加を自粛願います。

本会議　３月、６月、９月、12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　〈事前の申込不要〉

傍聴についてお願い

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢、電話番号を記入してい
ただければ、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可が必要）
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しください。

議会映像配信をご利用ください

視聴はこちら

要望書について

詳細はこちら

　一般質問や採決などの本会議の様子は、 インターネットを使用したライブ中継や
録画配信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますの
で、 ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

 旭地区と大洋地区でも視聴ができます

国・県・市執行部へ「令和5年梅雨前線による大雨及び
台風第2号による災害の支援に関する要望書」を提出しました

お 知 ら せ

　令和5年6月2日から3日にかけて台風第2号及びそれに伴う前線の活発化により、本市は記録的な
降雨になり、市民の生活や農業分野に関して市内のいたるところに大きな爪痕を残しました。
　鉾田市議会では事態を重く受け止め、議議案第2号「令和5年梅雨前線による大雨及び台風第2号に
よる災害の支援に関する要望書の提出について」を全会一致で可決しました。



議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

99月月11日日㈮㈮〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

令和5年第3回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

8/27 28 29 30 31 9/1

本会議
（開会）

2

3 4 5

一般質問

6

一般質問

7

一般質問

8 9

10 11 12

本会議

13

本会議

14

本会議

15

決算特別
委員会

16

17 18
敬老の日

19

決算特別
委員会

20

決算特別
委員会

21 22 23
秋分の日

24 25

決算特別
委員会

26

各常任
委員会

27

各常任
委員会

28

各常任
委員会

29

本会議
（閉会）

30

※日程は変更になる場合があります。

令和5年第2回定例会延べ傍聴者数 11名
議会映像配信視聴数 259アクセス
 （令和5年5月29日～令和5年6月9日）
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掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲載してみませんか？
■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

（例 北浦などの水辺の風景、 花いっぱいな風景 など）

■申込方法

下記の必要事項を明記のうえ、 議会事務局まで画像

データ持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）で

お申し込みください。

・氏名 ・住所 ・電話番号 ・写真撮影場所（○○地区など）

・写真のタイトル（20字以内）

※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、 そちら

も明記ください。

※掲載スペースの関係上写真は横向き。 メールでの

画像データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項

画像等の返却はできません。 また、 人物等を含む写真

の場合は肖像権の侵害等が生じないよう、 事前に被写

体の承諾を得たうえでお申し込みください。

お申込みは
　　　こちら ▶

　令和５年第２回定例会一般質問を傍聴し

ました。また、配信での傍聴も自宅にて利

用させていただきました。市民が市政に対

し興味を持つこと、広報紙やメール配信だ

けではなく生の声を聴ける点で今後も広め

ていっていただければと思います。

　実際、各質問に対し緊張感のあるやり取

りであり、議員の皆様が日頃から市民目線

で物事に取組んでいただけている姿勢が感

じ取れました。

　６月に市議選が行われますが、引き続き

市民の為の市政であることを第一に考え行

政を進めていただきたく思います。

鉾田市上沢

菅谷　毅

傍 聴 者 の 声

　公職にあるものは、公職
選挙法により選挙区内の
住民にお金や物を贈った
りすることが禁止されて
います。
　市民の皆様にはご理解
をお願いします。

新盆等のご挨拶を
　自粛しております

※公職…国会議員、地方議会議員、都道府県知事、市町村長など


